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第1章 総則

第1節 適用

・本特記仕様書は自転車通行空間整備工事（千田一文字幹線・8-1）に適用する。
・本特記仕様書に記載のない事項については、次によるものとする。
・令和8年8月　広島県　土木工事共通仕様書、「設計図書（別冊図面、仕様書）」、
  「福山市建設工事執行規則」、「福山市工事検査技術基準」
・その他関連規格類

第2節　工程表の提出について

・契約締結後14日以内に設計図書に基づいて、工程表を作成し、発注者に提出すること。
  工期の変更契約についても同様とする。

第3節　地元への周知

・受注者は、監督員と協議し、地先住民、町内会長、土木常設員に工事着手及び工事完了の報告を行うこと。
  また、工事着手に先立ち地先住民及び貸借人には具体的な施工内容、方法、時期等の説明を行い、承諾を得ること。
・受注者は、工事着手の際に、あらかじめ沿線地権者に施工内容等についての説明を行い、承諾を得ること。

第4節　施工承認図の作成

・受注者は、受注後、設計図書に基づき現地を照査し、施工承認図を作成し監督員に提出すること。

第5節　工事に着手すべき期日について

・受注者は、工事開始日以降30日以内に工事着手しなければならない。

第6節　法定外労災保険の付保について

・本工事は、法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

第7節　保安施設設置基準について

・工事標示板及び工事説明看板の挨拶文の記載については、広島県保安施設設置基準に準じたものにすること。

第8節　再生資源利用計画の現場掲示

・受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージに
　よる掲示も可）し、公衆の閲覧に供するとともに、インターネットの利用により公表するよう努めるものとする。

第2章　施工条件

第1節　関係機関との協議

・協議先機関名：福山市上下水道局
・協議内容　　：工事に支障となる配水管について

第2節　検査期間

・本工事の工期は、工事検査期間として、14日間を見込んでいる。

第3節　交通誘導警備員

1 片側交互通行及び通行止め等の交通制限を行う場合は、関係官公署の許可条件を遵守し、関係機関との協議を十分に
　行うこと。また、地域の地元関係者等周辺を利用する市民への周知徹底を図り、安全かつ円滑な交通を確保して事故
　発生の無いように努めること。
2 作業現場、作業用地内の整理整頓に留意して必要な安全施設の設置等を行い、関係者以外の立入りを禁止して危険
　防止に努めること。
3 本工事における交通誘導員は、交通誘導警備員Bを見込んでいる。尚、交通誘導警備員の実施伝票は原本を提出する
　こと。
4 本工事において交通誘導警備員の積上げ人数は、交通誘導警備員の対象となる施工量に対し作業日当たり標準作業量
　から必要な人数を見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き、施工実績等による交通誘導員の積上げ
　人数の増員に対する変更は行わない。
5 受注者は、工事着手に先立ち、交通誘導警備員の配置計画（配置日数及び配置場所）を作成し、監督員と協議する
　こと。

第4節　建設副産物について

(1)工事受注者は、工事着手前に、次の書類を本工事の監督員に提出すること。
   なお、建設発生土については、処分先の現地確認写真を提出すること。
　　　1 建設廃棄物処理計画書
　　　　・廃棄物処理業者（収集及び運搬）の許可証の写し
　　　　　（許可車両の自動車登録番号一覧及び自動車検査証の写しを含む）
　　　　・廃棄物処理業者（中間処理・最終処分）の許可証の写し
　　　　　（再生資源化施設にあっては、それを示す書類を含む）
　　　　・運搬ルート、処分場の位置、事業の範囲、処理能力及び処理方法を明示したもの
　　　　・各処分場の現地確認写真
　　　　・建設工事の受注者と処理業者
　　　　　（収集、運搬、中間処理・最終処分・再資源化施設）との二者の業務委託契約書の写し
　　　2 再生資源利用計画書
　　　3 再生資源利用促進計画書
(2) 工事受注者は、「再生資源利用計画書」、「再生資源利用促進計画書」及び「建設廃棄物処理計画書」に従い
　　建設廃棄物及び特定建設資材廃棄物が適正に処理されたことを確認し、工事完成時に次の書類を監督員に提出
　　すること。なお、建設発生土については、処分先への搬入状況の写真を添付すること。
　　　1 再生資源利用実施書
　　　2 再生資源利用促進実施書
　　　3 建設廃棄物処理実施書
　　　　・マニフェスト（産業廃棄物管理票）の写し及び再生資源化に係るものについては受入伝票の写し
　　　　　（マニフェストは原則として環境省が示す全国統一のマニフェストを使用する。）
　　　　・収集及び運搬の写真並びに中間処理場及び最終処分場（直接最終処分の場合のみ）への搬入状況の写真

特記仕様書



第5節　特定建設資材廃棄物（アスファルト塊、コンクリート塊等）

・建設リサイクル法対象工事（請負代金額500万円以上）の場合、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」
　を遵守し適正に処理すること。また、法第12条第2項に基づき、法第10条第1号から第5号までに掲げる事項について
　下請負人に告知する場合は、告知書の写しを監督員に提出すること。
・特定建設資材廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という）を遵守し、適正
　に処理しなければならない。
・特定建設資材廃棄物は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広島市、呉市、福山市）が、廃棄物処理法に
　基づき許可した適正な施設へ搬出し再資源化しなければならない。
・再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広島市、呉市、
　福山市）が廃棄物処理法に基き許可した適正な施設のうち受入条件が合うものの中から、運搬費と受入費の合計が
　最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は
　変更しない。なお、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、施設への受入が困難な場合は監督員と
　受注者が協議するものとする。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認できるように計量伝票等
　を監督員に提出すること。
・マニフェスト（産業廃棄物管理票）の写し及び再生資源化に係るものについては受入伝票の写し
（マニフェストは原則として環境省が示す全国統一のマニフェストを使用する。）

第6節　排出ガス対策型建設機械の使用促進

・令和8年8月広島県土木工事共通仕様書で使用を義務づけている排出ガス対策型建設機械においては、第三次基準
　以上の建設機械の使用に努めること。
　なお、使用する排出ガス対策型建設機械について、基準値による設計変更は行わない。

第3章　その他

第1節　福山市週休２日適用工事について

・本工事は、持続可能な建設産業の実現に向けた労働環境の改善を目的とする週休２日適用工事の対象である。
・詳細については、(別紙)福山市週休２日適用工事実施要領によるものとし、週休２日達成時に、経費の補正はなく、
　工事成績評定の評価を行うものとする。

第2節　その他項目

・本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または、その内容に疑義が生じた場合は、監督員の指示を受ける
　こと。



 

福山市週休２日適用工事実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、持続可能な建設産業の実現に向けた労働環境の改善を目的とする週休

２日適用工事の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要領において「週休２日適用工事」とは、次条に規定する工事をいう。 

２ この要領において「週休２日」とは、次の各号に定める区分に応じ、当該各号に定める

条件を満たすものをいう。 

(1) 完全週休２日（土日） 対象期間の全ての週（原則として、土曜日から金曜日までの

７日間とする。以下同じ。）ごとに現場閉所又は現場休息（以下「現場閉所等」という。）

を原則として土曜日及び日曜日に指定し、１週間に２日以上の現場閉所等を行うものを

いう。 

(2) 月単位の週休２日 対象期間の全ての月ごとに現場閉所等の日数が、４週８休（現場

閉所等の割合が28.5％（８日／28日）以上のものをいう。以下同じ。）以上であるものを

いう。   

３ この要領において「現場閉所」とは、巡回パトロール、保守点検等の現場管理上必要な

作業を行う場合を除き、現場事務所での作業を含めて１日を通して現場及び現場事務所が

閉所された状態をいう。 

４ この要領において「現場休息」とは、分離発注工事の場合に、各発注工事単位で、現場事

務所での作業を含めて１日を通して現場作業が無い状態をいう。 

５ この要領において「対象期間」とは、工事着手日（準備期間（契約上の工事の始期から現

場事務所などの設置、測量、本体工事又は仮設工事のいずれか最も早い日までの期間をい

う。）を除く。）から工事の完成日（後片付け期間（契約図書に基づく工事目的物の施工が

全て完了し、余剰資材等の撤去、現場の清掃等、工事の完成検査を受けるために必要な作

業を行う期間をいう。）を除く。）までの期間をいう。ただし、次の期間は対象期間から除

くものとする。 

(1) 年末年始６日間及び夏季休暇３日間 

(2) 工場製作のみが行われている期間 

(3) 災害時の緊急対応その他受注者の責めによらず、休工又は現場作業を余儀なくされた

期間 

（対象工事） 

第３条 週休２日適用工事の対象となる工事は、請負設計金額が５００万円以上の工事のう

ち、発注者が指定したものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、災害復旧工事等の緊急を要する工事及び施工に必要な実日数

が短い工事（原則として、実日数が20日以内のもの）は除くものとする。 

３ 発注者は、第１項の工事を発注する場合は、入札公告及び特記仕様書又は現場説明書に

週休２日適用工事である旨を明記するものとする。 

（実施方法） 

第４条 週休２日は、次の各号に定める区分に応じ、当該各号に定めるところにより実施す



るものとする。 

 (1) 完全週休２日（土日） 第２条第２項第１号に定めるところにより実施するものとす

る。ただし、対象期間内のうち、日数が７日に満たない週においては、当該週の土曜日

及び日曜日の合計日数以上の現場閉所等を行うことで実施できるものとする。 

 (2) 月単位の週休２日 第２条第２項第２号に定めるところにより実施するものとする。

ただし、暦上の土曜日及び日曜日の現場閉所等では４週８休に満たない月又は日数が28

日に満たない月においては、当該月の対象期間内の土曜日及び日曜日の合計日数以上の

現場閉所等を行うことにより実施できるものとする。 

２ 受注者は、工事着手までに監督員に対し、週休２日の実施の有無及び実施する週休２日

の区分について申し出るとともに、実施する場合は、現場閉所（現場休息）計画表兼実績

表（様式１）（以下「計画表」という。）を提出するものとする。なお、工事着手前に週休

２日を実施しない旨を申し出た場合は、工事着手後の週休２日を実施する旨の申出は受け

付けないものとする。 

３ 受注者は、天候を理由として現場閉所等を行う場合のほか、次に掲げる場合は、監督員

との協議により工事着手後であっても週休日を変更することができるものとする。 

(1) 品質管理、安全管理等のため作業を継続して行う必要がある場合 

(2) その他工程の都合上やむを得ない場合 

４ 受注者は、当該工事が週休２日適用工事である旨を土木工事（港湾工事を含む。）及び

農林工事にあっては標示板の見えやすい位置に記載して工事現場に設置し、建築工事にあ

っては施設管理者の承諾を得て公衆の見やすい場所に掲示しなければならない。この場合

において、記載内容は、別記様式に定めるものを基本とするものとする。 

５ 受注者は、計画表に現場閉所等の状況を記入し、現場閉所等の状況が確認できる書類（工

事日誌、出勤簿等をいう。）とともに毎月７日（７日が閉庁日の場合は翌開庁日）まで及び

工事完成後速やかに、工事打合せ簿により監督員に提出し、確認を受けるものとする。 

６ 発注者は、受注者の週休２日を理由とする工期延長の請求については、認めないものと

する。 

７ 受注者は、週休２日を実施できなくなった場合は、速やかにその旨及び理由を工事打合

せ簿により監督員に報告するものとする。 

（工事成績評定） 

第５条 完全週休２日（土日）又は月単位の週休２日を達成したときは、工事成績評定表の

「工程管理」及び「創意工夫」において評価するものとする。 

２ 週休２日を達成できなかった場合であっても、工事成績評定は減点しない。 

３ 請負金額が５００万円未満の工事は、工事成績評定を行わないものとする。 

（提出書類の虚偽） 

第６条 受注者が計画表その他の提出資料に虚偽の記載等を行ったときは、指名除外措置の

対象となる場合がある。 

（その他） 

第７条 この要領に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者とが協議して

定めるものとする。 

附 則 

この要領は、２０２４年（令和６年）４月２５日から施行する。 

附 則 



この要領は、２０２４年（令和６年）６月１０日から施行する。 

附 則 

この要領は、２０２５年（令和７年）６月１日（第４条第４項及び別記様式中農林工事に係る

部分については、２０２５年（令和７年）１０月１日）から施行し、それぞれ改正後の規定の施

行の日以後に積算した工事について適用する。 

   附 則 

この要領は、２０２６年（令和８年）１０月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式 

① 土木工事及び農林工事 

     

                  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 建築工事 

 週休２日 

適用工事 

 

（Ａ３サイズ以上） 

 

③ 共通 

 週休２日適用工事 

 この工事は、建設産業の労働環境を改 

 善するため、週休２日の確保に取り組む 

工事です。 

 

発注者：福山市○○○○○○課 

受注者：○○○○○○○○○○ 

（Ａ３サイズ以上） 

 

 

掲示内容 

土木工事・農林工事等については①及び③、建築工事については②及び③を基本とする。 

 

週休２日適用工事 

〇〇〇〇〇を 

福山市 〇〇〇〇課 

なおしています 

 
〇〇年〇〇月まで 
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№1　付近

※路面切削前に，路面状態を確認しクラック状況を調査すること。
※舗装計画高については既設舗装高としてるが，測量を実施し確認すること。

グレーチング取替

矢羽根型路面表示矢羽根型路面表示

グレーチング取替
普通目→細目へ変更　T-25

普通目→細目へ変更　T-25

路面切削（平均　t=5cm）

表層工（再生密粒度（20））t=5cm

Co
民地民地 歩道 歩道

数量総括表

路面切削工

路面切削 A= 647 m2

殻運搬（路面切削） V= 32 m3

舗装打換え工

舗装版切断 L= 300 m

表層（車道） A= 平均幅員1.4以上3.0m以下  平均 t = ５ cm 

排水構造物工

蓋版（設置） N= 10 枚

蓋版（撤去） N= 10 枚 鋼製　40kg/枚以下（15kg/枚）

現場発生運搬 V= 0.15 t

スクラップ V= ヘビーH3

区画線工

溶融式区画線

破線境界線（白色）　幅15cm L= 40 m

停止線
L=2.5m

停止線
L=2.5m 【直進左折】（破線）

【直進】（破線） 【直進】（破線） 【直進】（破線）

【直進左折】（破線）

矢羽根型路面表示　N=27箇所

矢印矢印
矢印

矢印 矢印

自転車路面表示　N=９箇所

工
事
終
点

工
事
起
点

平面図
S=1:500

破線境界線（白色）　幅15ｃｍ
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10.000 10.000幅員
W=1.500

路面切削 A= 327.6 m2

表層 A= 327.6 m2

南側

路面切削 A= 319.8 m2

表層 A= 319.8 m2

舗装版破砕 A= 45.0 m2

表層 A= 45.0 m2

As切断

As切断 L= 131.2 m

（2.6+2.6+126.0）

126.000

123.000

As切断 L= 168.2 m

（2.6+2.6+123.0+40.0）

項目 積算数量 計算数量

A= 647.4 m2

備考

V= 32.4 m3

殻処分（路面切削） 76 t 76.1 t *　2.35

A= 692.4 m2690 m2

L= 299.4 m

舗装版破砕積込 A= 45 m2 A= 45.0 m2

As舗装版、15cm以下

殻運搬 V= 2 m3 V= 2.3 m3

殻処分 5 t 5.4 t *　2.35

平均 t = ５ cm 

平均 t = ５ cm 

蓋版　N=３箇所
蓋版撤去　N=３箇所

蓋版　N=10箇所
蓋版撤去　N=10箇所

0.15 t

停止線　白線　幅45cm L= 5 m

矢印【直　　進】（破線）15cm換算 L= 24 m ４箇所*6.0ｍ

（ 327.6 + 319.8 + 45.0 ）

L=40m

L= 40.0 m

L= 5.0 m ２箇所*2.5ｍ

【直進】（破線）

L= 24.0 m

矢羽根型路面表示 N= 27 箇所N= 27 箇所

自転車路面表示 N= 9 箇所N= 9 箇所

矢印【直進左折】（破線）15cm換算 L= 18 m ２箇所*9.0ｍL= 18.0 m

展開図
S=1:1000

鋼製グレーチング-ノンスリップますぶた
110°開閉細目,300×500,T-25

蓋版 蓋版
蓋版 蓋版 蓋版

蓋版
蓋版

蓋版
蓋版蓋版

（ 327.6 + 319.8 ）

（ 131.2 + 168.2 ）

工事延長　　L=126.0m

矢印

※矢羽根型路面表示については、路肩にエプロン（側溝）があることから、
表示の左端を側溝の端に合わせて設置することを想定している。

具体的な設置位置については、事前に監督員と協議すること。

1.0m以上 1.0m以上
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図面番号 縮 尺 1：500

千 田 一 文 字 幹 線 ・ 8 - 1

自転車通行空間整備工事

構 造 図

福山市　花園町二丁目　地内
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10000程度 10000程度 10000程度 10000程度
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10000程度

30000～40000

10000程度

矢羽根 矢羽根 矢羽根 矢羽根 矢羽根

自転車路面表示(車道部)自転車路面表示(車道部)

自転車路面表示(車道部)標準配置図
  S=1:200

600 300 600600 300 600
1500 8500程度 1500

7
5
0

7
5
01:

1.
6

1:
1.
6

水色 水色

600 300 600 600 300 600 600 300 600
1500 3000程度 1500 3000程度 1500

1:
1.
6

1:
1.
6

1:
1.
6

水色水色水色

※ 表示レイアウトは再度確認し決定すること。

  S=1:120

単路部

交差点部・曲線部

矢羽根型路面表示

※厚み1.7㎜以上

※厚み1.7㎜以上
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※ 表示レイアウトは再度確認し決定すること。

自転車路面表示
S=1:40（車道部）

※厚み1.5㎜以上

3
0
0

500

S=1:25
蓋版取り替え

※ 表示レイアウトは再度確認し決定すること。

7
5
0

7
5
0

7
5
0

矢印
S=1:100

（W=15cm換算）９.０ｍ

【直進左折】（破線）

＜各寸法は道路標識標示必携による＞

（W=15cm換算）

【直進】（破線）

６.０ｍ

鋼製グレーチング-ノンスリップますぶた

110°開閉細目,300×500,T-25

【設置】
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